
　
　
　
　
規
模
の
経
済
と
資
本
蓄
積
の
黄
金
律

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
岡
　
守
　
行

　
　
　
　
　
　
一
　
序
　
　
　
　
論

　
均
衡
成
長
径
路
で
は
産
出
量
と
資
本
量
は
同
一
の
率
で
成
長
し
、
そ
れ
は
ハ
ロ
で
ド
の
意
味
で
の
技
術
進
歩
率
と
労
働
人
口
の
成

長
率
の
和
に
等
し
い
。
ま
た
経
済
全
体
の
貯
蓄
率
を
一
定
と
す
る
と
、
消
費
量
も
産
出
量
お
よ
び
資
本
量
と
同
一
の
率
で
成
長
す
る

こ
と
に
な
る
。
故
に
消
費
量
に
つ
い
て
は
成
長
率
に
関
す
る
限
り
す
べ
て
の
均
衡
成
長
径
路
に
於
て
同
一
と
な
る
。
し
か
し
、
た
と

え
成
長
率
が
同
一
で
あ
っ
て
も
消
費
量
の
初
期
値
の
大
き
さ
が
大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
そ
れ
の
絶
対
量
は
大
と
な
る
。
と
こ
ろ
で

貯
蓄
率
は
前
述
の
如
く
消
費
の
成
長
率
に
は
関
係
し
て
こ
な
い
が
、
そ
の
初
期
条
件
に
は
影
響
を
お
よ
ぼ
す
の
で
、
消
費
の
初
期
条

件
を
極
大
な
ら
し
め
る
貯
蓄
率
は
如
何
な
る
条
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
追
求
さ
る
べ
き
問
題
と
し
て
提

起
さ
れ
る
。
こ
れ
が
「
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
」
あ
る
い
は
「
新
古
典
学
派
の
定
理
」
の
問
題
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
資
本
蓄
積
の
黄

金
律
」
ま
た
は
「
新
古
典
学
派
の
定
理
」
と
は
、
経
済
が
均
衡
成
長
径
路
に
あ
る
場
合
消
費
財
産
出
量
が
極
大
と
な
る
た
め
の
貯
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

率
の
条
件
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
条
件
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
貯
蓄
率
は
資
本
の
産
出
量
偏
弾
力
性
に
等
し
い
。

　
　
　
　
規
模
の
経
済
と
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
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（
二
）
　
貯
蓄
率
は
資
本
の
相
対
的
分
け
前
に
等
し
い
。

　
（
三
）
　
資
本
利
潤
率
は
資
本
の
成
長
率
に
等
し
い
。

　
こ
れ
ら
（
一
）
、
（
二
）
、
（
三
）
は
ま
っ
た
く
た
が
い
に
等
し
い
の
で
あ
り
、
特
に
（
二
）
は
（
一
）
を
市
場
条
件
を
考
慮
し
て
所
得
分
配
率
の
用
語
で

述
べ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
　
　
　
１
　
　
　
　
１

　
さ
て
こ
の
定
理
は
一
九
六
〇
年
代
の
初
め
に
A
l
l
a
i
s
田
'

D
e
s
r
o
u
s
s
e
a
u
x
囲
'
r
n
e
i
p
s
;
i
i
4
､
}
″
0
応
ほ
o
o
1
8
､
s
w
~
2
3
｡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
ｒ
Ｌ

W
e
i
z
s
a
c
k
e
r
2
4
3
等
に
ょ
っ
て
相
次
い
で
提
唱
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
初
は
技
術
進
歩
を
含
ま
な
い
状
況
の
下
で
明
ら
か
に
さ
れ

　
　
　
　
　
　
ｒ
ｔ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
技
術
進
歩
の
存
在
す
る
場
合
で
も
成
立
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
又
一
部
門
モ
デ
ル
に
お
い
て
だ
け
で
な

く
二
部
門
モ
デ
ル
の
場
合
で
も
、
F
u
k
u
o
k
a

a
n
d

K
a
w
a
m
a
t
a

t
>
､
}
r
a
川
､
S
r
i
n
i
v
a
s
a
n
2
2
3
等
に
お
い
て
そ
の
成
立
が
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ
　
　
　
　
　
　
　
Ｅ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

白
に
さ
れ
、
さ
ら
に
S
o
l
o
w
2
0
は
μ
財
モ
デ
ル
で
も
そ
れ
が
成
立
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
こ
の
定
理
に
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｔ

す
る
議
論
は
、
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
を
前
提
と
し
て
な
さ
れ
て
き
た
の
で
本
稿
で
は
必
ず
し
も
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
を
仮

定
し
な
い
場
合
前
記
の
条
件
は
ど
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
一
部
門
モ
デ
ル
と
二
部
門
モ
デ
ル
の

場
合
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
二
　
一
部
門
モ
デ
ル
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
黄
金
律

　
本
節
で
用
い
ら
れ
る
記
号
を
次
の
如
く
定
め
る
。

　
ｙ
＝
産
出
量

　
Ｌ
　
=
労
働
量
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Ｋ
＝
資
本
ス
ト
ッ
ク

　
Ａ
＝
技
術
水
準
の
初
期
値

　
り
　
Ｏ
＝
労
働
量
の
初
期
値

　
Ｃ
＝
消
費

　
Ａ
＝
Ａ

　
ｒ
＝
利
潤
率

　
μ
＝
労
働
供
給
量
の
成
長
率

　
λ
＝
技
術
進
歩
率

　
α
　
=
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
生
産
関
数
パ
ラ
メ
タ
ー

　
β
＝
規
模
の
経
済
の
程
度
を
示
す
パ
ラ
メ
タ
ー

　
ｔ
＝
時
間

　
ｓ
＝
国
民
所
得
か
ら
の
平
均
（
限
界
）
貯
蓄
性
向

　
・
＝
d
l
d
t

　
　
　
l
i
r

　
＊
ｔ
↓
８

　
生
産
関
数
は
次
の
如
く
コ
ッ
ブ
・
ダ
グ
ラ
ス
型
で
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。

　
｛
｝
）
　
｝
、
ｌ
‥
ｌ
［
叫
ｔ
’
り
｀
り
も
兄

生
産
関
数
に
生
産
要
素
に
関
す
る
一
次
同
次
性
は
、
必
ず
し
も
仮
定
し
な
い
。
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労
働
供
給
量
は
外
生
的
に
与
え
ら
れ
た
一
定
の
率
で
成
長
す
る
も
の
と
す
る
と
次
式
が
成
立
す
る
。

　
（
に
）
　
ト
ー
ト
ヽ
（
０
）
吻
丿

　
平
均
貯
蓄
性
向
一
定
の
仮
定
を
採
用
し
、
貯
蓄
は
す
べ
て
投
資
さ
れ
る
と
す
る
と
次
式
を
得
る
。

　
３
　
　
　
　
Ｋ
濯
=
ｓ
ｒ

　
３
）
の
両
辺
を
Ｋ
で
除
す
と

　
（
４
）
絆
=
＝
　
ｓ
こ
つ

　
と
な
る
。

　
ｍ
、
㈲
、
㈲
よ
り

　
（
５
）
　
　
　
Ｋ
^
ｓ
Ａ
’
ｅ
＾
訣
ト
（
こ
）
０
　
ｎ
ｔ
ｙ
ａ
ｊ
＾
＾
ａ
-
”
)

と
い
う
微
分
方
程
式
が
導
か
れ
る
。
（
５
）
の
一
般
解
は

　
§
哨
ａ
［
｛
↑
―
心
（
且
且
ヽ
ド
（
こ
）

(
3
(
ｉ
＋
ａ
ｒ
ａ
ｕ
十
ｐ
づ
目
払
目
伺

で
与
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
Ｃ
１
は
積
分
定
数
で
あ
る
。

　
（
６
）
か
ら

　
　
　
｀
ｎ
ｌ
　
心
こ
十
呂
）

　
（
「
」
べ
１
Ｔ
ｙ
Ｔ
息
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と
い
う
こ
と
が
結
論
で
き
る
。

　
（
４
）
、
（
７
）
よ
り

　
（
ｓ
肖
―
岫

I 良

｛
一緋
こ
べ

　
（
１
）
、
（
８
）
か
ら

　
（
ｓ
　
ｘ
。
ｎ
ｕ
ｋ
μ
’
力
士
ご
士
ず
几
に
仇
ド
づ
「
百
哲
て
」
仏
誕
）

が
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
所
得
か
ら
貯
蓄
を
引
い
た
も
の
が
消
費
で
あ
る
と
定
義
す
る
と

　
ｄ
ｏ
）ｃ
-
（
ｉ
-
ｓ
）
ｙ

が
成
立
す
る
。
Ｃ
を
極
大
に
す
る
よ
う
な
ｓ
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
（
１
０
）
の
両
辺
を
ｓ
に
関
し
て
偏
微
分
し
て
ゼ
ロ
と
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら

　
宕
　
原
口
“
ト

　
　
　
ー
　
　
｝
１
Ｑ

を
得
る
。
こ
の
場
合
、
簡
単
な
計
算
に
よ
っ
て
わ
か
る
よ
う
に
二
階
の
条
件
は
満
足
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
（
９
）
の
両
辺
を
ｓ
に
つ
い
て
対
数
微
分
す
る
と

　
　
　
ｄ
Ｙ
　
　
　
　
　
ｓ
　
　
　
_
　
　
　
　
/
９
（
ｌ
-
ａ
）

　
忿
　
１
ｊ
１
！

　
　
　
ｄ
ｓ
　
　
　
　
　
　
Ｙ
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
-
;
Ｓ
（
ｌ
-
ａ
）
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と
な
る
。

　
（
１
１
）
、
（
１
２
）
よ
り

　
言
　
？
心
「
」
一
－
－
息

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
場
合
の
所
望
の
消
費
財
産
出
量
を
極
大
な
ら
し
め
る
貯
蓄
率
の
条
件
で
あ
る
。

　
さ
て
（
１
３
）
の
解
釈
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
の
モ
デ
ル
の
も
と
で
は

　
ａ
＾
　
　
ｉ
-
ａ
=
-
ｌ
-
半
分

　
言
々
１
１
ｙ
ｊ
半
＝
（
｛
１
息
療

が
成
立
す
る
と
思
わ
れ
る
。
故
に
序
論
で
述
べ
た
「
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
」
の
条
件
（
一
）
は
、
依
然
と
し
て
成
立
す
る
が
、
市
場
条
件

を
考
慮
し
て
叙
述
さ
れ
た
条
件
�
、
（
≡
）
は
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
と
い
う
特
殊
の
場
合
に
し
か
妥
当
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
も
し

も
規
模
に
関
し
て
収
穫
逓
増
又
は
逓
減
が
支
配
す
る
な
ら
ば
、
（
二
）
、
（
三
）
は
修
正
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
結
論
で
き
る

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
三
　
二
部
門
モ
デ
ル
に
お
け
る
資
本
蓄
積
の
黄
金
律

　
本
節
で
は
新
た
に
次
の
記
号
を
追
加
的
に
定
め
る
。
下
つ
き
・
ｚ
（
、
ａ
｛
ｎ
｝
で
部
門
を
明
示
す
る
。
第
一
部
門
を
資
本
財
部
門
、

第
二
部
門
を
消
費
財
部
門
と
す
る
。
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･
<
６
第
�
部
門
の
産
出
量

瓦
ａ
第
一
ｚ
部
門
の
資
本
ス
ト
ッ
ク
総
量

o
　
=
第
�
部
門
に
お
い
て
雇
用
さ
れ
る
労
働
量

Ｏ
ｎ
　
=
消
費
財
で
測
っ
た
総
貯
蓄
量

■
≪
。
=
消
費
財
で
測
っ
た
資
本
財
の
相
対
価
格

均
ｕ
消
費
財
で
測
っ
た
第
�
部
門
の
利
潤
率

ｙ
ｎ
消
費
財
で
測
っ
た
賃
金
率

Ｆ
Ｉ
利
子
率

瓦
Ｔ
第
�
部
門
の
規
模
の
パ
ラ
メ
タ
ー

ぬ
ｎ
第
ー
部
門
の
技
術
進
歩
率

ふ
ド
第
�
部
門
の
技
術
水
準
の
初
期
値

ｙ
モ

生
産
関
数
は
次
の
タ
イ
プ
の
も
の
で
与
え
ら
れ
る
と
す
る
。

ａ
ｅ
）
　
　
　
Ｙ
ｉ
=
ｌ
Ａ
ｉ
ｅ
＾
ｉ
ｉ
Ｌ
ｉ
≪
ｉ
Ｋ
ｉ
ｉ
-
”
ｉ
ｙ
ｉ
　
　
　
　
　
　
　
（
／
=
１
｡
２
）

帥
を
前
提
と
す
る
の
で
り
、
ｇ
は
次
の
如
く
に
表
わ
さ
れ
る
。

旦
　
ｊ
ｌ
ｙ
ｌ
四
万
マ
十
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宮
　
ｊ
‥
‥
‘
］
Ｅ
ツ
牛

ａ
９
）
　
　
ｗ
　
=
　
ｐ
二
５
ｌ
;
マ
牛
ａ
二
心
一
マ
ヰ

本
節
で
も
わ
れ
わ
れ
は
（
２
）
を
そ
の
ま
ま
採
用
す
る

（
２
）
　
　
　
Ｌ
=
Ｌ
（
Ｏ
）
ｅ
”
＊

労
働
は
両
部
門
の
い
ず
れ
か
に
必
ず
雇
用
さ
れ
ま
た
両
部
門
間
に
自
由
に
移
動
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

言
　
Ｌ
ｄ
=
'
Ｌ
／
ｉ
十
か

消
費
財
で
測
っ
た
国
民
所
得
を
定
義
し
、
か
つ
そ
れ
は
消
費
と
貯
蓄
の
和
に
等
し
い
こ
と
を
示
し
た
の
が
次
式
で
あ
る
。

ｍ
　
　
　
Ｙ
^
ｐ
Ｙ
｡
十
ｒ
。
=
ｃ
十
’
ｓ

貯
蓄
関
数
は
次
の
タ
イ
プ
の
も
の
を
採
用
す
る
。

＜
＆
　
　
　
Ｓ
-
=
ｓ
Ｙ

貯
蓄
は
す
べ
て
投
資
さ
れ
る
と
す
る
。

<
＾
）
　
　
　
Ｓ
^
ｐ
ｉ
Ｋ
＾
十
お
）

次
式
は
新
し
く
生
産
さ
れ
た
資
本
財
に
つ
い
て
の
需
給
均
等
を
表
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。

忿
［
μ
ふ
ぞ
か
β
お
Υ
β
］
ｙ
ｌ
哨
1
‐
1
゛
十
き

あ
ら
ゆ
る
時
点
に
お
い
て
資
本
財
の
価
格
は
そ
れ
に
対
す
る
需
要
と
供
給
が
一
致
す
る
点
で
決
定
さ
れ
る
か
ら
均
衡
に
お
い
て
は
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ｔ
時
点
か
ら
将
来
に
わ
た
っ
て
の
利
潤
率
の
割
引
値
は
各
々
の
部
門
に
投
資
さ
れ
て
い
る
資
本
財
の
単
位
価
格
に
等
し
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
８
　
　
　
Ｉ
｛
＾
.
Ｋ
ｕ
~
｝
ｄ
ｕ

　
ｎ
ｅ
　
　
”
”
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
ｚ

　
　
　
　
　
　
　
ｔ

　
彗
　
ｎ
ｅ
　
　
･
"
　
　
　
　
　
　
　
ｄ
ｚ

　
以
上
で
十
五
個
の
未
知
数
’
（
―
、
瓦
、
ｙ
心
、
瓦
、
瓦
、
£
、
八
、
ム
。
、
夕
、
Ｓ
、
Ｃ
、
れ
、
ら
、
ｇ
、
・
ｚ
）
を
決
定
す
べ
き
独
立

な
十
五
個
の
式
（
（
２
）
、
（
１
６
）
～
（
２
６
）
）
か
ら
な
る
体
系
が
成
立
し
た
。

　
（
１
６
）
、
（
２
１
）
よ
り

　
ｍ

Ｙ
^
ｐ
［
Ａ
ｉ
　
ｅ
　
-
'
Ｉ
’
Ｌ
ｉ
＾
i
i
f
i
Υ
≪
l
］
＾
ｌ
十
［
Ａ
ｉ
　
ｅ
　
＾
２
ｔ
Ｌ
２
≪
２
Ｋ
２
＾
-
”
２
ｌ
Ｐ
２

　
（
１
６
）
、
（
１
９
）
か
ら

　
(
２
＄
　
　
　
ｗ
^
ｐ
ａ
ｙ
Ａ
ｉ
Ｐ
ｉ
　
ｅ
　
ｐ
ｉ
ｈ
ｔ
Ｌ
＾
a
i
P
i
-
ｉ
ｘ
　
ａ
-
a
i
-
）
ｈ

　
０
）
　
　
　
w
^
ａ
＾
Ａ
ｉ
Ｐ
＾
　
ｅ
　
Ｐ
２
ｈ
ｔ
ｉ
｡
ａ
２
ｈ
-
ｉ
Ｋ
２
'
＾
ｉ
-
０
1
２
：
)
ｈ

　
（
１
６
）
、
（
１
７
）
、
（
２
５
）
よ
り

　
器
　
ｓ
¨
¨
“
゛
一
。
。
辱
宵
）
ロ
ー
β
゛
叫
を
乙
ぷ
ぶ
゛
―
こ
゛
｛
咎
Ｉ
Ｊ
Ｉ
旨
昏
｝
ｉ
５

　
（
１
６
）
、
（
１
８
）
、
（
２
６
）
か
ら

　
言
　
辱
Ｉ
Ｅ
。
。
ロ
ー
ー
）
叫
を
゛
゛
ふ
ふ
゛
ｌ
ｌ
゛
個
５
Ｉ
Ｊ
－
旨
ご
）
ｌ
か

　
　
　
　
規
模
の
経
済
と
資
本
蓄
積
の
黄
金
律

－75－



　
（
１
６
）
、
（
２
２
）
、
（
２
３
）
、
（
２
４
）
、
（
２
７
）
よ
り

　
器
ｓ
［
／
Ｉ
｡
　
ｅ
　
'
Ｉ
’
／
j
i
-
＾
ｉ
ｉ
ｉ
ｉ
　
l
＾
ｉ
／
ｓ
=
ｒ
Ａ
。
　
ｅ
　
＾
２
ｔ
ｋ
.
-
≪
２
Ｋ
．
ｙ
ｉ

Ｉ
Ｉ
~

が
そ
れ
ぞ
れ
得
ら
れ
る
。

　
（
３
０
）
、
（
３
１
）
を
ｔ
に
関
し
て
微
分
し
て
両
辺
を
Ρ
で
除
す
と

　
器
　
≠
１
‥
Ｉ
Ｉ
（
｛
１
３
｝
加
ｙ
タ
ー
β
ｙ
凶
咎
Ｉ
Ｊ
ｙ
七
十
ｉ
（
ｔ
）

　
窓
÷
―
－
（
｛
Ｉ
ぶ
｝
＾
／
２
ｙ
＾
２
~
”
２
＾
２
ｉ
ｒ
／
２
-
ｌ
　
ｅ
　
ｈ
ｈ
ｔ
ｌ
ｐ
十
m

と
な
る
。

　
（
３
３
）
、
（
３
４
）
か
ら

　
容
　
匹
見
訃
！
こ
ぶ
ぞ
゛
゛
ル
　
（
｛
｜
β
｝
４
心
甘

Ｋ
Ｊ
２
-
１

に
乙
ふ
弓

を
得
る
。

　
（
３
５
）
を
（
３
２
）
に
代
入
す
る
と
次
式
が
求
め
ら
れ
る
。

　
容
お
＝

ｓ
（
ｌ
づ

≪
ｉ
）

　
（
３
６
）
の
両
辺
を
ｔ
に
関
し
て
微
分
す
る
。
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(
３
Ｔ
）
　
　
　
　
ｋ
．
=
（
ぐ
頂
抑
ぶ
）
旅

（
３
７
）
を
（
２
４
）
に
代
入
す
る
と
次
式
を
得
る
。

菖
　
抄
［
　
（
一
Ｔ
さ
（
打

7 9
七
い
咎
Ｔ
β
）
　
】
＝
外
ご
否
宮
ゃ
こ
゛
お
（
Ｔ
β
）
？

と
こ
ろ
で

菖
　
か
¨
¨
¨
β
゛
十
万
之

－
と

句
０
）
乙
石

菖
か
＝
β

兄
矢

０
き
卜
（
０
）
Ｑ
ｊ

が
成
立
す
る
。

　
（
３
８
）
、
（
３
９
）
よ
り
次
の
微
分
方
程
式
が
導
出
さ
れ
る
。

　
菖
抄
ａ
「
ロ

ー
゛
貼
ぼ
い
ご
い
こ

Ｉ
乙

」
「
β
゛
十

七
印

よ
」

」
Ｌ
（
Ｏ
）
≪
ｌ
ｉ
Ｒ
ｌ
　
ｅ
　
i
８
１
０
１
＋
≪
ｌ
≪
）
＊
ｉ
ｒ
ｉ
Ｃ
ｌ
-
a
i
）
i
S
i

　
（
４
１
）
の
一
般
解
は

　
菖

①
　
μ
咎
気
β
恥
―
恥
十
｝
）
｛
｝
－
β
）
　
　
　
｝
（
　

ａ
Ｊ
ｌ
-
ｓ
）
　
　
１

　
　
　
。
Ｉ
　
恥
（
か
十
β
き
｛
（
ｌ
-
ｓ
）
（
ｌ
-
ａ
．
）
十
戈
｛
ｌ
β
｝
｝
　
　
Ｑ
‰
十
ａ
。
｛
ｌ
―
き
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を
得
る
。

　
（
２
７
）
、
（
２
８
）
、
（
２
９
）
、
（
３
９
）
、
（
４
０
）
、
（
４
３
）
よ
り

で
あ
る
。
こ
こ
で
ら
は
積
分
定
数
で
あ
る
。

　
（
４
２
）
と
（
３
６
）
か
ら

と
い
う
Υ
の
解
が
得
ら
れ
る
。
こ
こ
で

― 78 ―



で
あ
る
。

　
（
４
４
）
か
ら

（
４
６
）
の
両
辺
を
ｓ
に
関
し
て
対
数
微
分
す
る
と

を
得
る
。
故
に
消
費
財
産
出
量
を
極
大
な
ら
し
め
る
ｓ
の
条
件
を
求
め
る
に
は

　
　
　
　
規
模
の
経
済
と
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
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の
関
係
を
満
足
す
る
ｓ
を
問
題
と
す
れ
ば
よ
い
。

　
（
４
８
）
を
整
理
す
る
と

と
な
る
。

　
さ
て
一
般
に
（
４
９
）
の
関
係
を
満
た
す
ｓ
の
値
を
求
め
る
の
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
の
で
（
４
９
）
に
お
い
て
ｙ
ｎ
函
と
仮
定
す
る
と

が
求
め
ら
れ
る
。
（
５
０
）
は
５
=
（
１
-
ｓ
）
（
ｌ
―
ａ
ｏ
）
十
気
｛
Ｉ
β
｝
の
時
成
立
す
る
。
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か
く
て
我
々
は
次
の
よ
う
に
結
論
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
両
部
門
と
も
に
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
を
仮
定
し
な
い
場
合

は
、
一
般
的
に
は
「
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
」
を
提
示
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
の
仮
定
の
も
と
で
成

立
し
た
そ
れ
は
修
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
資
本
財
部
門
に
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
が
支
配

し
て
い
る
な
ら
ば
、
消
費
財
部
門
が
必
ず
し
も
規
模
に
関
す
る
収
穫
不
変
の
も
と
に
な
く
て
も
序
論
で
述
べ
た
条
件
（
二
）
は
成
立
す

る
。
序
論
の
条
件
（
一
）
に
つ
い
て
は
二
部
門
モ
デ
ル
の
場
合
は
そ
こ
で
使
わ
れ
た
意
味
で
の
資
本
の
産
出
量
偏
弾
力
性
は
考
え
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
で
問
題
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
「
資
本
蓄
積
の
黄
金
律
」
あ
る
い
は
「
新
古
典
学
派
の
定
理
」
の
詳
し
い
内
容
規
定
に
つ
い
て
は
P
h
e
l
p
s

f
:
;p
p
.
3
-
4
を
参
照
さ
れ

　
　
　
　
た
い
。

　
　
（
２
）
　
（
３
９
）
の
導
出
過
程
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

（
４
０
）
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
考
え
れ
ば
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
参
　
考
　
文
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［
２
５
　
荒
憲
治
郎
『
経
済
成
長
論
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
九
年
六
月
。

〔
２
６
〕
　
福
岡
正
夫
「
最
適
成
長
理
論
：
展
望
」
『
季
刊
理
論
経
済
学
』
、
第
一
六
巻
第
二
号
（
一
九
六
六
年
三
月
）
一
～
一
一
。

［
２
７
　
佐
藤
隆
三
『
経
済
成
長
の
理
論
』
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
八
年
七
月
。
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